
  

神を第一にしましょう。 

 

私たちの人生において、神を第一にするこ

とは一度きりの出来事ではありません…そ

れはすべてのキリスト者にとって、生涯を

通じてのプロセスです。あなたが新しく信

仰を持った人であれ、これまでキリストに

従ってきた「ベテラン」信者であれ、この

計画は理解し易く、適用し易く、勝利する

キリスト者の生活のために大変効果的な戦

略であることが分かるでしょう。デビッド

・J・スワント氏の「この世から離れて：

キリスト者の成長と目的ガイド」から引用

しました。 
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「神の場所、私の栄誉！」 

 

第一位になること、これはすべての競争者

にとって明確な野心です。個人競技でも団

体競技でも、ベスト・スコアやタイムを出

した者が勝ちますし、第一位は常に特別に

優れた結果を出した者に与えられる最高の

栄誉です。ただし常に、重要な例外が1つ

あります。 

 

救われる前には、私たちの人生において第

一位に来るのは常に自分のことです。すな

わち、自分自身のために生き、自分自身の

利己的な野心を満たし、自分自身の計画を

実現しようとします。しかし私たちがキリ

スト者になる時、第一位の座はもはや私た

ちが保つべき地位ではありません。それは

神に属します。 

  

人生において神に第一位の座を与えること

は、私たちが救われた日から始まりますが

、人生のすべての分野で神を第一にするこ

とは継続的なプロセスです。そうする時、



私たちはこの地上においてはキリストにあ

って満たされ祝福された人生を送り、天国

においては神と共にあって言葉で言い表せ

ないほどの祝福に満ちた永遠のいのちを相

続します。 

 

「また闘技をする者は、あらゆることにつ

いて自制します。彼は朽ちる冠を受けるた

めにそうするのですが、私たちは朽ちない

冠を受けるためにそうするのです」(Iコリ

ント9:25)。 

 

  



    

「神はその御心においてあなたが

たに第一位の座を与えられました

」 

 

もし誰かがあなたに、神はあなたを今まで

罪を犯したことのない人だとみておられる

と言ったら、どう思いますか。事実、十字

架でのイエスの贖いのわざのゆえに、まさ

に神はあなたをそのように見ておられます

。キリスト者として、私たちは赦され、清

められ、自由なのです！ 

 

それはつまり、あなたが聖徒だということ

です。聖徒とは、キリストにおいて義とい

う特別な立場を得た人です。あなたは神の

目には、完全で、聖く、非の打ちどころの

ない者です。神はあなたをわが子、豊かさ

の相続人、そして友と呼ばれます。 

 

「しかし、あなたがたは、選ばれた種族、

王である祭司、聖なる国民、神の所有とさ

れた民です。それは、あなたがたを、やみ

の中から、ご自分の驚くべき光の中に招い



てくださった方のすばらしいみわざを、あ

なたがたが宣べ伝えるためなのです」(Iペ

テロ2:9)。 

 

神が私たちをどのように見ておられるのか

を本当に理解することは、私たちが神をど

のように見るのかから始まります。神は私

たちを罰しようと、私たちが過ちを犯すの

を遠くから眺めているのではありません。

これほど真実から遠いものはありません。 

次の聖句は何を言っているか考えましょう

。 

 

「しかし、この方を受け入れた人々、すな

わち、その名を信じた人々には、神の子ど

もとされる特権をお与えになった。この人

々は、血によってではなく、肉の欲求や人

の意欲によってでもなく、ただ、神によっ

て生まれたのである」(ヨハネ1:12-13)。 

 

神は私たち一人一人をご自身の貴い子ども

として見ておられます。神は愛情深い父親

であられ、その無限のあわれみから私たち

に対して好意と心遣いを注がれているので

す。雅歌にあるいくつかの聖句は、私たち

に対する神の愛を夫婦の親密な愛に例える



ことで、その驚くべき強さを描いています

。へブル書11章6節は、神を求める者に神

は報いてくださると語ります。 

 

神は、大部分の私たちが自分自身を見るの

とはかなり違った仕方で、ご自分の子ども

たち一人一人を見ておられます。神が私た

ち一人一人をどのように見ておられるかは

、私たちが救いを受け取った瞬間からキリ

ストが私たちの人生の中に始められる働き

を通して知ることができます。 

 

「だれでもキリストのうちにあるなら、そ

の人は新しく造られた者です。古いものは

過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりま

した」(IIコリント5:17)。 

 

「神は、罪を知らない方を、私たちの代わ

りに罪とされました。それは、私たちが、

この方にあって、神の義となるためです」

(IIコリント5:21)。 

 

この新しい創造は神の聖なるわざです。私

たちの霊的状態と内なる人格を完全に変容

させるのです。神は私たちの過去、現在、



未来の罪を完全に赦し、清められます。私

たちは神と正しい関係にあるのです。 

 

「東が西から遠く離れているように、私た

ちのそむきの罪を私たちから遠く離される

」(詩篇103:12)。 

 

私たちは、一切の罪の汚れのない状態で神

の前に供えられた神の民です。まことにそ

れはキリストの十字架上のわざによって完

全な義なる人とされたからです。神はその

御心の中で私たちに第一位の座を与えてく

ださったのです。 

 

  



   

「神はあなたの心の中で第一位を

占めることを望んでおられます」 

 

今日の社会では、多くの人は価値の基準を

富に置くか、あるいはどれほど「出世」し

たか、ビジネスでどれほど成功したか、あ

るいは単純に誰を知っているのか、などに

置いています。 

 

しかし、もし重要なものについての私たち

の見方がこのようなものの上に築かれてい

るとすれば、私たちがこうした分野で成功

している場合にしか、自分に自信を持つこ

とができないでしょう。私たちの富や成功

が減じると、私たちの自尊心も減ります。

なぜなら私たちの基盤は強固ではないから

です。イエスはこのように言われました。 

 

「聞いても実行しない人は、土台なしで地

面に家を建てた人に似ています。川の水が

押し寄せると、家は一ぺんに倒れてしまい

、そのこわれ方はひどいものとなりました

」(ルカ6:49)。 



 

私たちのアイデンティティは、私たちが据

える土台と同じだけ堅固なものとなります

。私たちのアイデンティティをイエス・キ

リストの岩のように固い基盤の上に据える

ことで、私たちの人生における達成感は移

ろいゆく事柄の変わり易い条件に依存しな

くなります。 

 

キリストが私たちの土台となる時、私たち

の堅固さは次のようになります。 

 

「その人は、地面を深く掘り下げ、岩の上

に土台を据えて、それから家を建てた人に

似ています。洪水になり、川の水がその家

に押し寄せたときも、しっかり建てられて

いたから、びくともしませんでした」(ル

カ6:48)。 

 

人生において自分が重要視する土台になり

得る多くの選択肢を少し考えてみてくださ

い。例えば、富、キャリア、ルックス、家

族、名声、権力、あるいは誰を知っている

か、などがあるかもしれません。他にも考

え付くものがあるでしょうか。私たちのア

イデンティティを形作るこれらの項目の中



で、イエスだけが私たちに勝利に満ちたキ

リスト者の人生を確証しています。 

 

しかし、他の選択肢も吟味してみれば、生

来悪いものや邪悪なものは一つもありませ

ん。実際、多くの観点から見る時、これら

も神が私たちの人生において与えられた責

任ある重要な分野なのです。しかし、マタ

イ福音書で、イエスは私たちがそれらをバ

ランスよく見出すように勧めておられます

。 

 

「だから、わたしはあなたがたに言います

。自分のいのちのことで、何を食べようか

、何を飲もうかと心配したり、また、から

だのことで、何を着ようかと心配したりし

てはいけません。いのちは食べ物よりたい

せつなもの、からだは着物よりたいせつな

ものではありませんか。空の鳥を見なさい

。種蒔きもせず、刈り入れもせず、倉に納

めることもしません。けれども、あなたが

たの天の父がこれを養っていてくださるの

です。あなたがたは、鳥よりも、もっとす

ぐれたものではありませんか」(マタイ

6:25-26)。 

 



私たちが自分自身の人生においてこの真理

に立つことを決意するなら、私たちは平和

と達成感とを見出し、恐れや心配から解放

されます。このバランスは、私たちが人生

のすべての分野においてイエスに第一位の

座を与える時に手に入れることができます

。 

 

「だから、神の国とその義とをまず第一に

求めなさい。そうすれば、それに加えて、

これらのものはすべて与えられます」(マ

タイ6:33)。 

 

私たちは皆、夢や目標、願望を持っていま

すが、それは神がそのように私たちを造ら

れたからです。しかし、イエスを第一にす

ると、自分の優先順位を再検討するよう導

かれ、またなぜそうしたいのか、なぜ自分

が望んでいるものを得たいのかなど、その

動機を再検討するようにと導かれます。も

しイエスがあなたの夢と願望の第一位にあ

るのなら、あなたの未来は偉大さと喜びで

満たされるでしょう！ 

 

もし神があなたにその動機は疑わしいと気

づかせられるなら、あなたのなすべき最も



大切な応答は、喜んでそれを変えることで

す。変化は時には困難なものですが、神は

常に私たちにとって最善なことを考えてお

られ、あなたが霊的に成長するのを望んで

おられます。 

  



   

「神の助けによって人生の戦いに

打ち勝つ」 

 

私たちの人生には生涯にわたる長い戦いが

あります。一方では、古い罪の性質から出

てくる影響があります。古くてしつこい性

格、誘惑、罪に打ち勝つのは困難です。神

と共に歩む中で私たちが成熟していくにつ

れ、罪の性質から生まれる影響は弱まりま

す。他方、私たちの人生に聖霊が存在する

ことから生まれる影響は増大していきます

。ガラテヤ書は敵対する二つの力を次のよ

うに書いています。 

 

「私は言います。御霊によって歩みなさい

。そうすれば、決して肉の欲望を満足させ

るようなことはありません。なぜなら、肉

の願うことは御霊に逆らい、御霊は肉に逆

らうからです。この二つは互いに対立して

いて、そのためあなたがたは、自分のした

いと思うことをすることができないのです

」(ガラテヤ5:16-17)。 

 



神の言葉は、私たちが「御霊によって生き

る」ように励まします。言い換えれば、私

たちは聖霊の影響力が私たちの人生におけ

る罪の性質に打ち勝つようにするべきなの

です。 

 

多くの場合、「言うは易く行うは難し」で

す。私たちの罪の性質は私たちを自己中心

的な野望や欲望へと駆り立てます。これは

誘惑と呼ばれ、ヤコブは次のように説明し

ます。 

 

「だれでも誘惑に会ったとき、神によって

誘惑された、と言ってはいけません。神は

悪に誘惑されることのない方であり、ご自

分でだれを誘惑なさることもありません。

人はそれぞれ自分の欲に引かれ、おびき寄

せられて、誘惑されるのです」(ヤコブ

1:13-14)。 

 

誘惑に屈服することを私たちの側で決める

までは、誘惑は罪にはなりません。 

 

「欲がはらむと罪を生み、罪が熟すると死

を生みます」(ヤコブ1:15)。 



 

しかし、驚くべきことに、すべてのキリス

ト者への神の深い愛と恵みの一部として、

神は私たちを赦し、すべての罪から清めて

くださいます。私たちは100％完全に赦さ

れます。 

 

「もし、私たちが自分の罪を言い表わすな

ら、神は真実で正しい方ですから、その罪

を赦し、すべての悪から私たちをきよめて

くださいます」(Iヨハネ1:9)。 

 

しかし、罪が歯止めなく行われてしまう危

険性が依然としてあります。神は私たちを

赦し、清めてくださいますが、神は必ずし

も罪が後に残していく破滅的な結果と状況

を取り除かれるわけではありません。神は

常に、私たち自身の決断によって困難が引

き起こされた場合ですら、困難な時を通じ

て私たちを助けてくださいますが、私たち

の最善の行動は、まず第一にこれらの決断

をしないよう全力を尽くすことです。 

 

第一コリント書は、誘惑と罪を効果的に取

り扱う際の重要な側面を2つ描写していま

す。 



 

「あなたがたのあった試練はみな人の知ら

ないようなものではありません。神は真実

な方ですから、あなたがたを耐えることの

できないような試練に会わせるようなこと

はなさいません。むしろ、耐えることので

きるように、試練とともに、脱出の道も備

えてくださいます」(Iコリント10:13)。 

 

第1に、私たちは闘いにおいて独りではあ

りません。神との歩みがまだ30日の人も

30年間歩み続けた人も含めて、私たちと同

じ罪や誘惑といまだに格闘している他のキ

リスト者たちがいるのが分かるでしょう。 

 

第2に、神は私たちが罪を避ける決断がで

きなくなるほど手ごわい誘惑にさらされる

ことはありません。神は常に逃れる道を備

えてくださいます。私たちの仕事は、それ

がどんなに困難でも、誘惑の最中でその道

を見出すことです。 

 

続くセクションでは、罪と誘惑とを効果的

に取り扱うための、聖書に基づく戦略を提

供します。この計画を実行に移すことは、



人生において神を第一とするもう一つの道

です！ 

 

  



    

「勝利に生きるための五点戦略」 

 

このセクションは、罪と誘惑とを効果的に

取り扱うための、聖書に基づく5つの戦略

を提供します。この計画を実行に移すこと

は、人生において神を第一とするもう一つ

の道です！ 

 

１．イエス・キリストのわざを通じて、神

はあなたを完全で、聖い、傷のない者とし

て見ておられることを理解すること。(IIコ

リント5:21を読みましょう。)多くの場合

、罪悪感と恥は罪の結果の中で最も破壊的

なものです。キリストにある者は、どんな

罪に関してもさばかれることがないと理解

すること、これが勝利の基本です(ローマ

8:1)。 

 

2．自分の罪を告白すること。(Iヨハネ1:9

を読みましょう)。私たちの罪を告白する

とは、それらの罪をまず私たち自身の心と

頭で認識し、それらを神に告白することを

意味します。私たちの罪を告白することは



、必ずしもそれを公の場で他人に言い表す

ことではありません。告白はあなたと神の

間のものです。 

 

3．説明責任を果たすこと。(ヤコブ5:16を

読みましょう)。秘密を打ち明けられる、

信頼できるキリスト者の友人、牧師、家族

を見つけることは、説明責任や祈りのサポ

ートを戦いの場に導入するための効果的な

道です。 

 

4．誘惑の源を避けること。(ヤコブ1:13-

15を読みましょう)。これは実行するのが

最も難しいことで、いくらか創造的な考え

と計画を必要とします。誘惑を避けられる

のなら罪を避けられるということは真実で

す。 

 

5．神のみことばを読むこと。(詩篇119:11

を読みましょう)。神のみことばは、私た

ちが「心の中に隠していること」をはっき

りと言い表し、誘惑と罪に拒絶する特別な

力を与えてくれます。 


